
は CYP2D30mRNA,鹿児島大学のマ-モセット肝臓には cYp2D19mRNAが各々主に発現している

ことを明 らかにした.これらマ-モセット由来のCYP2D30とcYp2D19の cDNAをそれぞれ酵母細

胞に導入 ･発現させ,酵素蛋白‡乍機能をヒトCYP2D6と比較したところ,マ-モセットCYP2D30は

ヒトCYP2D6と極めて柳似した牲rrを和していたのに対し,マ-モセットCYP2D19はかなり異なる

様相を示した.すなわちcyp2D6の典型的な基質である降圧薬 Debrisoquine(DB)は,cYp2D6と同

様にCYP2D30により主に4位水酸化体に変換され,芳香環5,6,7及び8位水酸化7'lli性は4位水酸化

活性の20%以下であった.一 方,CYP2D19はCYP2D6や CYP2D30とは逆に,T::;V､DBの芳香環水

酸化活性を示すものの, 4位水酸化活性は認められなかった.Bufuralolを基f至lとした場合には,1"

位水酸 化反応における立体選択性がCYP2D30とcYp2D6は明確なS≫Rであるのに対し,CYP2D19

はS≦Rの選択性を示した.マ-モセットにおける異なったcYp2D酵素遺伝子の発現制御機構耶明が

今後の課題セある.
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マカクザルの配偶子培養系と受精率の検討

細井美彦 (近放大 ･生物理工)

未提山
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柳人猿およびマカク鰯の運動行動学分析

後藤友梨子 (京都大 ･院 ･理)

テナガザルとチンパンジーの二足歩行のキネマテイクスデータを多数例集め,ヒトと比較した場合

のそれぞれの特徴を明らかにすることを目的として,分析を行なった.

4歳と5歳のテナガザル2ilqtと3歳のチンパンジー1頭を,実験室に設置した枚の上を二足歩行さ

せ,2台のデジタルビデオカメラで同時に撮影した.ビデオフレームごとに標識点 (fI'川菅,股I那市剛 広

中心,膝関節回転中心,排骨外果,第五中足骨頭)をデジタイズし,各標識点の矢状面での座標を打出

し,1歩行周期ごとの股関節,膝関節,足関節の角皮の経時変化を得た.

比較の結果,歩行周期はテナガザル(0.66･0.70秒)よりチンパンジー(0.83秒)の方が長く,速度につ

いては前者が後者より速くその分散も大きかった.

足関節においてはヒトも類人猿も関節角度の変化域はほぼ同じだったが,テナガザルに比べヒトと

チンパンジーは比較的類似した変化パターンを示し,特にheelstrikeを行なう接地TlfI後で共通する.

膝関節はヒトに比べ柳人猿は常に軌山位にある.テナガザルでは,スタンスWJ後半に関節が伸展す

る点でヒトと似るが,股関節点の上下方向の変動を見るとヒトとは位相がずれていて,テナガザルはチ

ンパンジーの方に機能的に類似する.

股関節でも,ヒトに比べて類人猿は屈曲位にあり,＼またヒトが歩行周期全体を通して角皮変化する

のに対し,その変化時問の割合も少ない.また,最大伸展は類人猿ではテナガザルのほうが大きかった.
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